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「イエスの宮清め」（祈りの家）

（マルコ11:12～26）

挽地茂男
2018.9.23 日本基督教団千歳丘教会

本日の箇所の前半（1:1-11）は、

８月１９日に平和との関連でお話し

しましたので、割愛とせていただき

ますが、９月２日から始まりました

礼拝の音声配信を聞いていて下さる

方もおられますので、聖書朗読に入

れさせて頂きました。内容は文書の

形でＨＰに掲載

させて頂けると

思いますのでそ

ちらをご参照下

さい。

さて今日の箇所は、マルコ福音書

に特徴的なサンドイッチ技法が使わ

れています。皆さんとご一緒に、「ベ

ルゼブル論争」や「長血の女の癒し」

の物語を学んだときに、このサンド

イッチ技法が使われていることを確

認しました。つまりマルコは一つの

いちじくの木の物語Ⅰ

宮 清 め

いちじくの木の物語Ⅱ

物語を二つに割って、間に別の物語

を挟み込みます。今日の箇所では、

「いちじくの木」の物語を二つに割

って、間に「宮清め」の物語を挟ん

でいます。二つに割られた外側の物

語と、間に挟まれた内側の物語は互

いに説明し合う関係にあります。

さて、いちじくの物語の前半部を

見てみましょう。１２－１４節。

11:12 翌日、一行が〔エルサレムを

目指して〕ベタニアを出るとき、イ

エスは空腹を覚えられた。11:13 そ

こで、葉の茂

ったいちじく

の木を遠くか

ら見て、実が

なってはいな

いかと近寄ら

れたが、葉のほかは何もなかった。

いちじくの季節ではなかったからで

ある。11:14 イエスはその木に向か

って、「今から後いつまでも、お前

から実を食べる者がないように」と

言われた。弟子たちはこれを聞いて

いた。

主イエスはエルサレムに入城したそ

の日の夜は城外のベタニヤで過ご

し、翌日、再びエルサレムにやって

こられます。そのベタニヤを出たと

きでした。主イエスは空腹を覚えて、
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葉の茂ったいちじくの木に実がなっ

ていないか確かめようと木に近づい

てこられます。実はなっていません

でした。「いちじくの季節ではなか

った」からです。主イエスはいちじ

くの木を呪います。「今から後いつ

までも、お前から実を食べる者がな

いように」。一般的な感覚からすれ

ば、季節でもないのにいちじくに実

を期待する方が理不尽で、おまけに

実がついていないからといって呪う

なんて、いささか大人げない、とお

思いになることでしょう。しかしこ

の主イエスの理不尽な行動を理解す

るために、マルコの福音書において

「いちじく」

が特別な教え

を語る導入部

で使われてい

ることを確認

しておきたいと思います。例えば、

マルコの１３章２８－３１節です。

「13:28 いちじくの木から教えを学

びなさい」と投げかけて「枝が柔ら

かくなり、葉が伸びると、夏の近づい

たことが分かる。13:29 それと同じよ

うに、あなたがたは、これらのことが

起こるのを見たら、人の子が戸口に近

づいていると悟りなさい。」いちじく

の生育ぶりから季節が分かるよう

に、社会や世界に起こる出来事を手

がかりにして「人の子が戸口に近づ

いている」つまり世の終わり、終末

の近いことを学べというのです。い

ちじくは「学ぶべきこと」を導入す

るときにでてきます。さらにわたし

たちは、マルコのサンドイッチ技法

を心に留めておくべきです。いちじ

くの物語と、神殿の宮清めの物語が

サンドイッチにされていることか

ら、いちじくの木の物語を理解する

には、神殿の物語がヒントとなり、

神殿の物語を理解するためには、い

ちじくの物語がヒントになるので

す。いちじくの物語は、神殿の物語

と並行的に――そして意味において

も並行的に――語られているのです。

いちじくは花が咲かないので「無

花果」と書きますが〔実際は花が咲

かないように見えるだけ〕、遠くか

らは、まずは葉が目に入ります。主

イエスも葉が茂っているので、いち

じくの木に近づきます。しかし近づ

いてみると、実がなっていないので

す。「いちじくの季節ではなかった」

からです。この「葉の茂ったいちじ

くの木」はエルサレム神殿を象徴し

ています。神殿の建物や神殿祭儀や

運営の表面的な繁栄〔虚栄〕は、人

の目に映り、人を引き寄せます。し
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かし近づくと、「実がなってはいな」

かったのです。この実という字は、

「じつ」とも読めます。エルサレム

神殿に近づいてみると、そこには「祈

りの家」としての実が、「じつ」が

なかったのです。植物のいちじくで

あれば季節を待てば、実をつけるで

しょう。しかし主イエスの眼には、

神殿はもはや、待ってもその実を回
じ つ

復することを期待できる状態ではな

かったのです。

さらに旧約聖書では、いちじくの

葉は実態を隠すものとして登場しま

す。創世記３章６－７節(堕罪物語)。

創3:6 女が見ると、その木はいかに

もおいしそうで、目を引き付け、賢

くなるように唆していた。女は実を

取って食べ、一緒にいた男にも渡し

たので、彼も食べた。 3:7 二人の

目は開け、自分たちが裸であること

を知り、二人はいちじくの葉をつづ

り合わせ、腰を覆うものとした。

エデンの園でアダムとエヴァが、罪

を犯した後、腰にまとったいちじく

の葉が覆い隠したのは、彼らの目に

恥ずかしいと映った自分たちの姿で

した。いちじくの葉では完全に隠せ

るはずもありません。しかしそのい

ちじくの葉で不完全に自らの恥ずべ

き姿を隠しながら、彼らが覆い隠そ

うとしていたものの内実は、人間の

罪であり、神への反逆なのです。

繁る葉に覆われたイチジク、 繁

る葉のように賑わいを見せるエルサ

レム神殿、そこには実（じつ）がな

かったのです。いちじくの木に近づ

くと実がなっていませんでした。エ

ルサレム神殿に近づくと、そこにも

実がなっていなかったのです。主イ

エスの呪いが、

その口から発せ

られます。「今

から後いつまで

も、お前から実

を食べる者がないように」。

そしてこの呪いは、主イエスが神

殿境内に至ると、神殿の現実(実態)

を断罪するイエスの行動として具体

化します｡１５－１９節。サンドイ

ッチにされた宮清めの部分です。

11:15 それから、一行はエルサレム

に来た。イエスは神殿の境内に入り、

そこで売り買いしていた人々を追い

出し始め、両替人の台や鳩を売る者

の腰掛けをひっくり返された。11:1

6 また、境内を通って物を運ぶこと

もお許しにならなかった。11:17 そ

して、人々に教えて言われた。「こ

う書いてあるではないか。『わたし

の家は、すべての国の人の／祈りの
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家と呼ばれるべきである。』／とこ

ろが、あなたたちは／それを強盗の

巣にしてしまった。」11:18 祭司長

たちや律法学者たちはこれを聞い

て、イエスをどのようにして殺そう

かと謀った。群衆が皆その教えに打

たれていたので、彼らはイエスを恐

れたからである。11:19 夕方になる

と、イエスは弟子たちと都の外に出

て行かれた。

神殿の現実はどうなっていたので

しょうか。神殿に今なっている果実

は、どのような果実でしょうか。実

はついていなかったのです。神殿は、

神殿経済共同体と化していました。

神殿で商いをする神殿商人と、それ

を管理する神殿貴族とが作り上げる

経済的なシステムがこの神殿の実

（実態）だったのです。神殿に献げ

る犠牲の動物を売る商人。遠くから、

特に外地から参詣にやって来るユダ

ヤ人にとっては、便利な、便利なと

いうよりはなくてはならない商いで

す。神殿に献げる貨幣には肖像があ

ってはなりません。皇帝や異教の神

々や偉人たちの肖

像は偶像礼拝にな

るからです。その

ような肖像のつい

た貨幣を、肖像の

ついていない貨幣に交換してくれる

両替商。これもなくてはならない商

いだったのです。しかし主イエスは、

神殿から商人たち

を追い出し始めま

す。主イエスの「宮

清め」が始まりま

した。この神殿の

出来事は、よく「イエスの宮清め」

という呼び方がなされます。

実際の「宮清め」はユダヤのお祭

りです。ヘブライ語では、〈ハヌカ

ー〉の祭と呼ばれます。この「宮清め」
ハ ヌ カ ー

の祭りは、マカバイ（マカベア）戦争

〔167-65 B.C./ Maccabean revolt〕
という紀元前１６７－１６５年にかけ

てユダヤ人が戦った戦争にその起源が

あります。当時の世界の覇権を握って

いたセレウコス朝シリアの王アンティ

オコス４世エピファネスのヘレニズ

ム化――ギリシア的な文化・宗教を

押しつける――政策に対する反乱と

して起こります〔※現在この説は修

正されつつあ

る〕。アンティ

オコス４世はユ

ダヤ人に、ユ

ダヤ教の律法

に基づいて生

活すること〔割礼や安息日〕を禁じ、

巨大なゼウス像
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エルサレム神殿にゼウスの像を安置

します。これに対して（地方都市モ

ディンの）祭司マタティアと５人の

息子たち(ヨハネ、シモン、ユダ、

エレアザル、ヨナタン)が反旗を翻

します。この戦争の立役者・英雄ユ

ダ・マカバイ（マカベア）にちなん

で、この戦争は、マカバイ（マカベ

ア）戦争とよばれます。このユダヤ

人の反乱とそれに続く戦争によっ

て、ついに、ゼウスの神殿と化して

いたエルサレム神殿から異教（ヘレ

ニズム）的な司祭たちが追放され、

異教の祭壇が撤去されて神殿が清め

られます。こうして、再びイスラエ

ルの神に真の礼拝と祈りが捧げられ

るようになったのです（紀元前165

年12月25日）。この出来事を記念し

て現在に伝わる祭が〈ハヌカーの祭〉

です。このハヌカーの祭は、〈宮清

めの祭〉とも、〈奉献の祭（Feast of
Dedication）〉 と も 、〈 光 の 祭

（Festival of Lights）〉とも呼ばれ

ます。〔この祭は、キスレーウ月(ユ

ダヤ暦の第9月)の25日から8日間祝

う。陰暦の移動祭日だが、12月に当

たることが多いので、祭の由来も意

味も全く異なるが、ユダヤ教のクリ

スマスと呼ばれることもある。グレ

ゴリオ暦との対照すると、2016年は

12月24日が、2017年は12月12日が祭

日に当たる〕。

みなさんはヘンデルの「ユダス・

マカベウス」（Judas Maccabaeus）
というオラトリオをご存知でしょう

か〔オラトリオ HWV63。初演1747

年4月1日コヴェント･ガーデン〕。マ

カバイ(マカベ

ア) 戦争の英雄

ユダ・マカバイ

(マカベア)〔ラ

テン語で Judas
Maccabaeus〕
を主人公にしたオラトリオです。欧

米では、ヘンデルが作曲したオラト

リオの中で、「メサイア」とならぶ

人気のあるオラトリオなのです。全

部はご存知なくとも、その中の一曲

は必ずご存知だと思います。先ほど

歌いました讃美歌１３０番がそれで

す。このオラトリオの中の凱旋行進

曲「見よ勇者は帰る」（See the
conquering hero comes, Part Ⅲ,
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no.58）という曲です。この曲はか

つては近代オリンピックの表彰式に

流されていましたし、日本でもスポ

ーツの表彰式のＢＧＭとしてよく知

られています。

主イエスがエルサレムに来られた

この時期は、過越祭に近い時期（３

－４月）ですから、ハヌカーの祭と

は時期が違います。ですから、ハヌ

カーの祭（宮清めの祭）を直接的に

この主イエスの行動に読み込むこと

はできません。しかし、民族が大切

にする祭は、民族の中に精神的な風

土をつくります。祭や宗教行事が長

い年月にわたっ

て反復されるこ

とにより、人々

の中に、ある一

定の宗教的心情

が生み出され、それが定着していく

のは厳然たる事実なのです。この祭

が、神殿のあるべき姿に関する民衆

の常識や通念を維持し、人々の精神

的風土を底支えしていた可能性は否

定できないでしょう。

では、主イエスの宮清めが意味す

るものとは何でしょうか。まず、主

イエスが預言者の言葉を引用してお

られることに注目しましょう。それ

はイザヤ５６章７節の言葉と、エレ

ミヤ７章１１節の言葉を併せたよう

な引用です。それらは神殿の本来の

姿を求める預言者たちの言葉です。

まず、イザヤ書。

56:7 わたしは彼ら〔異邦人〕を聖

なるわたしの山に導き／わたしの祈

りの家の喜びの祝いに／連なること

を許す。彼らが焼き尽くす献げ物と

いけにえをささげるなら／わたしの

祭壇で、わたしはそれを受け入れる。

わたしの家は、すべての民の祈りの

家と呼ばれる。

次にエレミヤ書。

7:11 わたしの名によって呼ばれる

この神殿は、お前たちの目に強盗の

巣窟と見えるのか｡そのとおり｡わた

しにもそう見える、と主は言われる。

主イエスも預言者と同じ系譜に連な

る、神の正義のための受難者なので

す。ルカによる福音書に記されたエ

ルサレム途上の主イエスの嘆きをも

う一度見ておきましょう。

ルカ１３章３４－３５節。

ルカ13:34 エルサレム、エルサレム、
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預言者たちを殺し、自分に遣わされ

た人々を石で打ち殺す者よ、めん鳥

が雛を羽の下に集めるように、わた

しはお前の子らを何度集めようとし

たことか。だが、お前たちは応じよ

うとしなかった。13:35 見よ、お前

たちの家は見捨てられる。言ってお

くが、お前たちは、『主の名によっ

て来られる方に、祝福があるように』

と言う時が来るまで、決してわたし

を見ることがない。」

神殿は今や、信仰の生命が枯れ果て

た外面的な宗教施設に化していまし

た。それが外見的にどれほど宗教的

に信心深いものに見えても、祈りの

ないところに真の宗教はないので

す。ご利益を求める人々、型どおり

の宗教行為をすることで安心を見出

す人々、そしてその宗教的営みに利

益をあてにして関わる祭司や商人た

ち。「強盗の巣窟」、主イエスにはそ

う見えたのです。過越祭には一日に

２万頭の羊が神殿で屠られたと言い

ます。その家畜を提供する牧畜業者、

しかも犠牲の動物は羊だけではあり

ません。それを商う商人たち、神殿

でそれらを屠り献げ物としてさばく

神殿の祭司や下役たち。動物たちの

残した皮の払い下げを受けて、それ

を天幕や皮革製品に加工し販売する

皮革業者。また、神殿に詣でる人々

の宿泊施設を経営する者たち。神殿

は、祭になると、神殿経済共同体、

一大神殿経済共同体となるのです。

日本の、例えば、京都の祇園祭の人

出は(少し古い数字ですが、2006年

の京都府警の予測では)１３５万、

その経済効果は(京都府の試算では)

３３０億円と見積もられていまし

た。東北六大祭〔東北六魂祭／青森

ねぶた祭､盛岡さんさ踊り､盛岡

山車､仙台七夕まつり､秋田竿燈まつ
だ し

り､福島わらじまつり〕の経済効果

は、少なく見積もっても１５００億

円と言われています。祭が動くと、

人が動く、金が動くのです。今や神

殿は神殿経済共同体に堕していたの

です。そこには信仰と祈り、つまり

真の礼拝が欠落していました。

わたしたちが主イエスの行動に感

じる「暴力性」は、神殿の本来の姿

を取り戻そうとする預言者たちや、

マカバイの戦士たちのユダヤ的文脈

から理解され

なければなり

ません。そし

てその行動が

単に暴力的であっただけならば、人

々の反応が理解できなくなります。

暴力的な行動を繰り広げるその人の
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言葉に、１８節、「群衆は(が)皆そ

の教えに打たれていた」のです。そ

の言葉に実を見ていたのです。群衆
じ つ

がその「教えに打たれ」る姿を見て

宗教指導者たちは主イエスに恐れを

抱きます。もう一度１８節。「祭司

長たちや律法学者たちはこれ（イエ

スの語る言葉）を聞いて、イエスを

どのようにして殺そうかと謀った。

群衆が皆その教えに打たれていたの

で、彼らはイエスを恐れたからであ

る。」神殿経済共同体の存立の危機

を感じたのか、それともイエスの言

葉に共鳴する群衆――その結果とし

てイエスを担いだ群衆――による宮

清めの拡大、暴動、そして群衆が暴

徒化する可能性を恐れたのか、彼ら

は、イエス殺害の意志を固めます。

しかし騒然とした神殿境内を離れ

て､イエスは再び都の外に退きます。

そして翌朝､あのいちじくの木のそ

ばを通ったとき、主イエスが真の預

言者であることが、明らかになりま

す。主イエスが呪った「あのいちじ

くの木が根元から枯れてい」(v.20)

たのです。ペトロは昨日のことを思

い出して「先生、御覧ください。あ

なたが呪われたいちじくの木が、枯

れています」(v.21) と驚きを表わ

します。それを受けて、主イエスは

教え始めます。信仰と祈りについて

の教えです。今やいちじくの木から

学ばなければなりません。主イエスが

――「今から後いつまでも、お前か

ら実を食べる者がないように」と――

預言されたいちじくは、預言の通り、

もはや誰も実を食べることのできない

状態に、つまり根元から枯れてしまっ

ていたのです。自然の摂理をも超える

（ねじ曲げてしまう）主イエスは、ま

るで自然を創り出した創造者と同じ

位置にいます。枯れたいちじくに何

の意味があるのでしょうか。ここで

もマルコのサンドイッチ技法を思い出

しましょう。枯れたいちじくは主イエ

スの宮清めと並行し、神殿に対する

審判を予兆しているのです――その

審判についてはマルコ１３章で詳細

に語られます。そして枯れたいちじ

くに驚いている弟子たちに、主イエ

スは、そんなことよりももっと大切

なことを教えるのです。

「神を信じなさい」（v.22,#Ecete
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pivstin qeou）と、主

イエスは切り出しま

す。そして信仰と祈

りについての教えが、

諄々と説かれます（v.

22-25）。本当に学ばなければならな

いのは、このことなのです。この「神

を信じなさい」という言葉は、直訳

すると「あなたがたは神への信頼（信

仰）を持ちなさい」となります。こ

の信頼（信仰）という言葉は、ギリ

シア語では pivsti"（ピスティス）と

いう言葉で、信仰とか信頼という意

味のほか、真実とか誠実という意味

を持ちます。神殿の有様とは対照的

な、神の前にある人間のあるべき佇

まいを指す言葉です。そして信仰の

出来事は人間の信頼（信仰）と神の

誠実（真実）、つまり人間の〈ピス

ティス〉と神の〈ピスティス〉が出

会うところに生じるのです。祈りは、

その信頼と誠実の接触点なのです。

２３－２４節。

11:23 はっきり言っておく。だれで

もこの山に向かい、『立ち上がって、

海に飛び込め』と言い､少しも疑わ

ず､自分の言うとおりになると信じ

るならば､そのとおりになる。11:24

だから、言っておく。祈り求めるも

のはすべて既に得られたと信じなさ

い。そうすれば、そのとおりになる。

信仰の出来事は人間の信頼と神の誠

実の出会いの出来事だからです。だ

から、祈る者は神との信頼関係の中

で、心の中のこだわりを解消して、

赦しの中に生きる人となっていくの

です。25節。「11:25

立って祈るとき、だ

れかに対して何か恨

みに思うことがあれ

ば、赦してあげなさい。そうすれば、

あなたがたの天の父も、あなたがた

の過ちを赦してくださる。」赦しこ

そ十字架が目指

すものだったの

です。赦す神と

赦される人が、

この十字架のイ

エスを間におい

て、向こうとこ

ちらで、互いに

向き合うのです。神と人が十字架に

おいて出会うのです。このとき祈り

は、この十字架に表された神の心に、

自分の心を合わせることでもあるの

です。そこでは、罪が赤裸々にされ

ると同時に、赦しが満ちているので

す。真の礼拝は、そこにあります。

真の礼拝が行われるところ、それが

神殿です。信仰と祈りと賛美が満ち

乙女の祈り
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ているところ、それが神殿です。

パウロは、わたしたち自身が、神殿

だと語りました。しかも神の聖霊の宿

る神殿であると言いました(Ⅰコリ3:1

6-17,6:19）。コリントの信徒への手

紙一６章１９節にはこうあります。

6:19 知らないのですか。あなたが

たの体は、神からいただいた聖霊が

宿ってくださる神殿であり、あなた

がたはもはや自分自身のものではな

いのです。

「あなたがたはもはや自分自身のも

のではない。」パウロの言葉は横暴

な物言いのように聞こえるかもしれ

ません。わたしは誰のものでもない、

わたし自身のものだ、と言い返した

くなります。わたしの人生は、わた

しの自己実現のためにあると言いた

くなります。しかし違うのです。神

に造られた人間は、神と共に、神の

心を心として生きるべき存在として

つくられているのです。人が「神の

像」につくられているとは、そうい
かたち

うことなのです。パウロの思いは、

主イエスがあの「宮清め」で見せた

思いと同じなのです。彼は、真の礼

拝がささげられる神殿を求めている

のです。真の神殿、真の礼拝者を求

めているのです。今読みましたコリ

ント書の続きはこうなります。

一コリ 6:20 あなたがたは、代価を

払って買い取られたのです。だから、

自分の体で神の栄光を現しなさい。

神の栄光は、神に対する真の礼拝、信

仰と祈りのあるところに現れます。わ

たしたちが真の礼拝を献げる者とな

るために、主イエスは、自分の生命

を献げて、贖いの代価となられたの

です。それに答えて、今度はわたし

たちが、あの枯れたいちじくとは違

って、実を実らせるのです。

しかし、神の栄光を現すとは、自

分を抑制し、自分を制限しながら抹

香臭く生きるということではないの

です。自分に与えられた賜物(才能)

を十全に発揮しながら、神の助けに

よって生きることによって、隣人を

生かし、社会を生かすことなのです。

十字架のメッセージとは、平たく言

ってしまえばこういうことではない

のでしょうか。「すべての罪はわた

しが引き受け

た、あなたは、

わたしを信頼

して思いっき

り 生 き な さ

い。」そうい

うことではなかったでしょうか。三

村さんと毎週日曜の朝お祈りを続け

ています。そのお祈りの中で、素晴
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らしい言葉に出会います。このよう

なお祈りです。「来たる一週間も御

心にかなった精一杯の一週間であり

ますように。」

最後にロマ書１２章を読んで終わ

ります。この箇所はキリスト者の生

活と心構えを全部言ってくれていま

す。長いですけれど、全部読みます。

12:1 こういうわけで、兄弟たち、

神の憐れみによってあなたがたに勧

めます。自分の体を神に喜ばれる聖

なる生けるいけにえとして献げなさ

い。これこそ、あなたがたのなすべ

き礼拝です。12:2 あなたがたはこ

の世に倣ってはなりません。むしろ、

心を新たにして自分を変えていただ

き、何が神の御心であるか、何が善

いことで、神に喜ばれ、また完全な

ことであるかをわきまえるようにな

りなさい。12:3 わたしに与えられ

た恵みによって、あなたがた一人一

人に言います。自分を過大に評価し

てはなりません。むしろ、神が各自

に分け与えてくださった信仰の度合

いに応じて慎み深く評価すべきで

す。12:4 というのは、わたしたち

の一つの体は多くの部分から成り立

っていても、すべての部分が同じ働

きをしていないように、12:5 わた

したちも数は多いが、キリストに結

ばれて一つの体を形づくっており、

各自は互いに部分なのです。12:6

わたしたちは、与えられた恵みによ

って、それぞれ異なった賜物を持っ

ていますから、預言の賜物を受けて

いれば、信仰に応じて預言し、12:7

奉仕の賜物を受けていれば、奉仕に

専念しなさい。また、教える人は教

えに、12:8 勧める人は勧めに精を

出しなさい。施しをする人は惜しま

ず施し、指導する人は熱心に指導し、

慈善を行う人は快く行いなさい。

12:9 愛には偽りがあってはなり

ません。悪を憎み、善から離れず、

12:10 兄弟愛をもって互いに愛し、

尊敬をもって互いに相手を優れた者

と思いなさい。12:11 怠らず励み、

霊に燃えて、主に仕えなさい。12:1

2 希望をもって喜び、苦難を耐え忍

び、たゆまず祈りなさい。12:13 聖

なる者たちの貧しさを自分のものと

して彼らを助け、旅人をもてなすよ

う努めなさい。12:14 あなたがたを

迫害する者のために祝福を祈りなさ

い。祝福

を祈るの

で あ っ

て、呪っ

てはなり

ません。 執筆中のパウロ
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12:15 喜ぶ人と共に喜び、泣く人と

共に泣きなさい。12:16 互いに思い

を一つにし、高ぶらず、身分の低い

人々と交わりなさい。自分を賢い者

とうぬぼれてはなりません。12:17

だれに対しても悪に悪を返さず、す

べての人の前で善を行うように心が

けなさい。12:18 できれば、せめて

あなたがたは、すべての人と平和に

暮らしなさい。12:19 愛する人たち、

自分で復讐せず、神の怒りに任せな

さい。「『復讐はわたしのすること、

わたしが報復する』と主は言われる」

と書いてあります。12:20 「あなた

の敵が飢えていたら食べさせ、渇い

ていたら飲ませよ。そうすれば、燃

える炭火を彼の頭に積むことにな

る。」12:21 悪に負けることなく、

善をもって悪に勝ちなさい。

祈りましょう。

エルサレム入城
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11:12 翌日、一行がベタニアを出る

とき、イエスは空腹を覚えられた。

11:13 そこで、葉の茂ったいちじく

の木を遠くから見て、実がなっては

いないかと近寄られたが、葉のほか

は何もなかった。いちじくの季節で

はなかったからである。11:14 イエ

スはその木に向かって、「今から後

いつまでも、お前から実を食べる者

がないように」と言われた。弟子た

ちはこれを聞いていた。

11:15 それから、一行はエルサレム

に来た。イエスは神殿の境内に入り、

そこで売り買いしていた人々を追い

出し始め、両替人の台や鳩を売る者

の腰掛けをひっくり返された。11:1

6 また、境内を通って物を運ぶこと

もお許しにならなかった。11:17 そ

して、人々に教えて言われた。「こ

う書いてあるではないか。『わたし

の家は、すべての国の人の／祈りの

家と呼ばれるべきである。』／とこ

ろが、あなたたちは／それを強盗の

巣にしてしまった。」11:18 祭司長

たちや律法学者たちはこれを聞い

て、イエスをどのようにして殺そう

かと謀った。群衆が皆その教えに打

たれていたので、彼らはイエスを恐

れたからである。11:19 夕方になる

と、イエスは弟子たちと都の外に出

て行かれた。

11:20 翌朝早く、一行は通りがかり

に、あのいちじくの木が根元から枯

れているのを見た。11:21 そこで、

ペトロは思い出してイエスに言っ

た。「先生、御覧ください。あなた

が呪われたいちじくの木が、枯れて

います。」11:22 そこで、イエスは

言われた。「神を信じなさい。11:23

はっきり言っておく。だれでもこ

の山に向かい、『立ち上がって、海

に飛び込め』と言い、少しも疑わず、

自分の言うとおりになると信じるな

らば、そのとおりになる。11:24 だ

から、言っておく。祈り求めるもの

はすべて既に得られたと信じなさ

い。そうすれば、そのとおりになる。

11:25 また、立って祈るとき、だれ

かに対して何か恨みに思うことがあ

れば、赦してあげなさい。そうすれ

ば、あなたがたの天の父も、あなた

がたの過ちを赦してくださる。」11:

26 （†底本に節が欠落 異本訳）

もし赦さないなら、あなたがたの天

の父も、あなたがたの過ちをお赦し

にならない。
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11:12 Kai; th'/ ejpauvrion ejxelqovntwn

aujtw'n ajpo; Bhqaniva" ejpeivnasen.11:13

kai; i jdw;n sukh'n a jpo; makrovqen

e[cousan fuvlla h, eij a[ra ti euJrhvsei

ejn aujth'/, kai; ejlqw;n ejp! aujth;n oujde;n

eu|ren eij mh; fuvlla: oJ ga;r kairo;" oujk

hsuvkwn. 11:14 kai; ajpokriqei;" eiaujth'/,

Mhkevti eij" to;n aijw'na ejk sou' mhdei;"

karpo;n favgoi. kai; h[kouon oiJ maqhtai;

aujtou'.

11:15 Kai; e[rcontai eij" @Ierosovluma.

kai; eijselqw;n eij" to; iJero;n h[rxato

ejkbavllein tou;" pwlou'nta" kai; tou;"

ajgoravzonta" ejn tw'/ iJerw'/, kai; ta;"

trapevza" tw'n kollubistw'n kai; ta;"

kaqe vdra" tw 'n pwlou vntwn ta;"

peristera;" katevstreyen, 11:16 kai;

oujk h[fien i{na ti" dienevgkh/ skeu'o"

dia; tou' iJerou'. 11:17 kai; ejdivdasken

kai; e[legen aujtoi'", Ouj gevgraptai o{ti

@O oi\kov" mou oi\ko" proseuch'"

klhqhvsetai pa'sin toi'" e[qnesin_ uJmei'"

de; pepoihvkate aujto;n sphvlaion

lh/stw'n. 11:18 kai ; h [kousan oi J

ajrcierei'" kai; oiJ grammatei'" kai;

ejzhvtoun pw'" aujto;n ajpolevswsin:

ejfobou'nto ga;r aujtovn, pa'" ga;r oJ

o[clo" ejxeplhvsseto ejpi; th'/ didach'/

aujtou'. 11:19 Kai; o{tan ojye; ejgevneto,

ejxeporeuvonto e[xw th'" povlew".

11:20 Kai; paraporeuovmenoi prwi`

eith;n sukh'n ejxhrammevnhn ejk rJizw'n.

11:21 kai; ajnamnhsqei;" oJ Pevtro"

levgei aujtw'/, @Rabbiv, i[de hJ sukh' h}n

kathravsw ejxhvrantai. 11:22 kai;

ajpokriqei;" oJ !Ihsou'" levgei aujtoi'",

#Ecete pivstin qeou'. 11:23 ajmh;n levgw

uJmi'n o{ti o}" a]n ei[ph/ tw'/ o[rei touvtw/,

#Arqhti kai ; blh vqhti ei j" th ;n

qavlassan, kai; mh; diakriqh'/ ejn th'/

kardiva/ aujtou' ajlla; pisteuvh/ o{ti o}

lalei' givnetai, e[stai aujtw'/. 11:24 dia;

tou 'to le vgw u Jmi 'n, pa vnta o {sa

proseuvcesqe kai; aijtei'sqe, pisteuvete

o{ti ejlavbete, kai; e[stai uJmi'n. 11:25

kai; o{tan sthvkete proseucovmenoi,

ajfivete ei[ ti e[cete katav tino", i{na

kai; oJ path;r uJmw'n oJ ejn toi'" oujranoi'"

ajfh'/ uJmi'n ta; paraptwvmata uJmw'n.

11:26


